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1 はじめに

インターネット上には膨大な量のニュース情報があ
ふれているが，その全てがユーザにとって興味のある
ものであるとは限らない．ユーザがニュースを読むと
き，ユーザは膨大なニュース情報の中から興味のある
情報を探し出す必要がある．情報量の増加に伴い，ユー
ザによる情報の選別が困難になることを情報過多とい
う．情報過多の問題を解決することを目的として，個
人向け情報配信システム PINOT（ピノ:Personalized
INformation On Television screen）が開発されている
[1]．従来のPINOTはテレビで利用するシステムであっ
たが，一般向けにスマートフォンが広く普及したこと
を受け，スマートフォンアプリ版PINOTが開発された
[1]．しかし，本アプリでは，ユーザがアプリを起動し
なければ興味のあるニュースが配信されているかどう
かがわからず，ユーザの興味の学習に繋がらないとい
う問題があった．この問題を解決するために，スマート
ウォッチ連携 PINOTを提案した [2]．しかし，スマー
トウォッチで表示する情報を制限したことが一要因と
なって，ユーザが使いたいと思うアプリにならなかっ
た．ユーザがスマートフォンを使用することなくニュー
ス情報を取得するために，情報を制限することなく，ス
マートフォン以外の端末から情報を提供するシステム
が求められる．そこで本稿では，音声による情報提供
を行うスマートフォン向けニュースアプリを提案する．

2 個人向け情報配信システムPINOT

2.1 PINOT

テレビを用いた個人向け情報配信システム PINOT
は，セットトップボックスをテレビとインターネット
に接続して利用する．セットトップボックスは，イン
ターネットからニュース情報を取得した後，ユーザの
興味に応じてフィルタリングしてからテレビ画面に表
示する．ユーザは，テレビに表示された文字情報に対
して先飛ばしや一時停止などを行い，ニュース情報を
選択する．PINOT は，ユーザの操作からユーザの興
味を学習してフィルタを更新する．PINOTによって，
ユーザが知りたいニュース情報をシステムが自動的に
提供するため，ユーザによる情報の選別が不要になり，
情報過多による問題を解決することに繋がる．

2.2 スマートフォン版 PINOT

近年では，スマートフォンが一般向けに広く普及し
たことを受け，スマートフォンアプリ版 PINOTが開
発された．ユーザが本アプリを用いてニュース情報を
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入手するとき，ユーザはスマートフォン上に表示され
たニュース記事の一覧から，興味のある記事をタップ
することで，ニュースの詳細情報を取得する．このと
き，タップされた記事はユーザが読みたいと思った記
事であるため，ユーザにとって興味のある内容である
と判断できる．本アプリでは，ユーザの操作履歴から
ユーザがどのようなニュースに興味があるかを学習し
てユーザの興味を考慮してニュース情報を提供する．

2.3 スマートフォン版 PINOTの課題

スマートフォン版PINOTでは，ユーザがアプリを起
動しなければ興味のあるニュースが配信されているか
どうかがわからない．ユーザにとって興味があるニュー
スが配信されていたとしても，ユーザがアプリを起動し
なければそのニュースの存在を知ることができず，アプ
リがユーザの興味を学習できないという問題があった．

2.4 スマートウォッチ連携 PINOT

ユーザがアプリを起動しない原因の一つとして，ユー
ザがスマートフォンを操作できない状況にあることが
考えられる．その状況でもニュース情報が確認できる
ように，スマートウォッチを使用したスマートフォン版
PINOTであるスマートウォッチ連携 PINOTが提案さ
れている．スマートウォッチ連携 PINOTでは，従来の
スマートフォン版PINOTの機能に，スマートウォッチ
でのニュース提供機能が追加されている．ただし，ス
マートウォッチ上で確認できるのはニュースの見出し
文であって，詳細を読むためにはスマートフォン側の
アプリを起動するようにする．スマートウォッチ上に
提供されたニュースの見出しが興味のあるニュース情
報であったとき，そのニュースの詳細を知るためにス
マートフォンのアプリを使用し，他のニュースにも目
を通すことが期待できるため，アプリがユーザの興味
を学習する回数の増加に繋がると考えた．
スマートウォッチ連携PINOTの全体像を図 1に示す．
本アプリで使用するスマートウォッチは，現在シェアの

図 1: スマートウォッチ連携 PINOTの全体像
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もっとも大きいApple Watchとした [3]．また，Apple
Watchは iOS端末用のスマートウォッチであるので，使
用するスマートフォンは iPhoneとした．サイレント通
知を受け取ったスマートフォンは，ニュースサイトを
巡回し，新しいニュースを取得する．取得したニュー
ス情報のうち，個人の興味に応じたフィルタリングを
行い，ユーザが興味のあるニュース情報のみを取り出
す．取り出したニュース情報は，Apple Watchを用い
てユーザに提供する．

2.5 スマートウォッチ連携 PINOTの問題点

スマートウォッチ連携PINOTでは，Apple Watch上
にはニュースの見出し文のみを表示していた．しかし
この場合，ユーザがApple Watchで知ったニュースの
詳細情報を知ろうとするとき，iPhoneを使用する必要
がある．このため，ユーザに対するApple Watchを使
用するメリットが弱く，ユーザがApple Watchを使い
たいと思わなかった事が考えられる．そこで，スマー
トフォンを使用せず，ニュースの詳細情報をユーザに
提供することが求められる．

3 提案システム

スマートフォンを使用せずに，ニュースの詳細情報
をユーザに提供する手段として，音声読み上げによる
情報提供を用いる．近年，ワイヤレスイヤホンの普及
などにより，ユーザが音声情報を取得できるタイミン
グは多くなっており，情報量が多い情報でも提供が可
能になると考えられる．そこで，音声による情報提供
を行うスマートフォン版 PINOTを提案する．
提案システムの全体像を図 2に示す．本システムで
はApple Watchはユーザにニュース情報を提供するデ
バイスとしてではなく，音声による情報提供を操作す
るリモコンとして利用する．Apple Watchでユーザの
操作を受け付け，その情報を iPhoneに送信する．情報
を受信した iPhoneは，受けとった情報に応じた処理を
行う．読み上げられるニュースは，ユーザが興味を持っ
ていると判定されたニュースに限定する．このシステ
ムにより，ユーザがスマートフォンを操作することな
く，興味のあるニュース情報の取得が可能となる．ま
た，ディスプレイサイズの考慮の必要もなくなるので，
提供する情報の制限の必要性も無くなる．
次に，Apple Watchの画面を図3に示す．Apple Watch
で行える操作は，音声読み上げの再生・停止・先送り・
前戻し，詳細情報の再生，情報の更新である．情報の

図 2: 提案システムの全体像

図 3: Apple Watchの画面

更新以外の操作は，Apple Watchの画面に表示される
ボタンを押すことで操作できるほか，画面のスワイプ
操作からも行うことができる．ボタン操作のみの場合，
操作するときに画面を注視する必要があるが，スワイ
プ操作にも対応することで，画面を注視することなく
操作が可能となっている．また，画面を強く押し込む
ことで，更新ボタンが現れ，ボタンを押すことで読み
上げられる記事情報の更新を行うことができる．画面
を押し込むことで現れるボタンは更新ボタンのみなの
で，他の操作と同様に，画面を注視する必要性は低い．
画面を注視することなく操作が可能なUIにすること
で，ユーザにとって使いやすいアプリにすることを目
指している．

4 まとめと今後の課題

本稿では，スマートフォン版 PINOTにおける学習
回数増加を目的として，スマートウォッチ連携 PINOT
を提案した．評価結果から，学習回数の増加は見られな
かったが，スマートウォッチを使用する利点が見えた．
学習回数の増加がみられなかった原因の一つとして，
ユーザに提供されるニュース情報が限定されているこ
とを挙げた．この原因を解消するために，音声による
情報提供を用いることを提案した．Apple Watchの画
面上での情報提供を行わないので，情報を限定するこ
となくユーザに提供可能となる．
今後は，本システムの評価方法を決定したのち，評
価実験を行う．
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